
















































































































































小 原 村　　10 地 点
東 加 茂 郡 足 助 町　　18 地 点　　
エ　 … …
旭　 町　　12 地 点





豊 田 市　　　　　　13 地 点
岐 阜 県 土 岐 市　　
丿　　　　1
地 点
恵 那 郡 明 智 町　　　1 地 点
串 原 村　　　3 地 点
計　83 地 点
被 調 査 者 の 条 件 は
，
そ れ ぞ れ の 地 点 で 生 ま れ 育
っ た
生 え 抜 き の 明 治 生 ま
れ で あ る こ と
，
両 親 も し く は 片 親
・
も 同 地 点 生 ま れ で あ る こ と
，
他 地 で の
在 住 歴 が5 年 以 内 で あ る こ と と し た が
，
実 際 に は 大 正 生 ま れ を5 地 点 含
む
．
性 別 は 可 能 な 限 り 男 性 と し 牝 私(7 ） の
，
升 既70 地 点
，
女 性13 地 点 と な
っ
た ．
調 査 方 法 は
，
な ぞ な ぞ 式 質 問 法 『T 日 本 言 語 地 図 』 の 質 問 文 を 参 考 ） で
も
っ
て 語 彙52 項 目 に つ い て 面 接 調 査 を 行 う
．
さ ら にi 予 備 調 査 か ら 得 た 語




す で に こ の 地 域 の 老 年
層 で も 共 通 語 化 し て い る 項 目 は 多 く
，
そ の た め 被 調 査 者 に は 可 能 な 限 り 幼
年 期 か ら 使 用 し て い る ， ま た は 使 用 し た 語 形 を 回 答 し て も ら っ た と い う の
が 実 状 で あ る
．
本 稿 の 「 二
．
当 該 地 域 の 語 の 分 布 相 」 以 降 の 本 文 及 び 分 布
図1-2,   2-2 で 用 い る 「 使 用 語 」 「 理 解 語 中 使 用 語 」 「 理 解 語 中 理 解 語 」 に
つ い て は
，
被 調 査 者 が も
っ
と も よ く 使 用 す る 語 形
，
も し く は 使 用 し た 語 形
を 「 使 用 語 」 と し
，
被 調 査 者 自 身 が 時 々 使 用 す る と 回 答 し た 語 形 を 「 理 解
語 中 使 用 語 」 と 七
，
被 調 査 者 の 宗 族 ま た は 同 集 落 生 ま れ の 在 住 者 が 使 用 す




「 理 解 語 」 に は 被
調 査 者 が 他 の 土 地 で 知 り 得 た 語 形
，
ま た は 他 の 土 地 の 語 形 で あ る と 認 識 し
て い る 語 形 は 含 ま な い ．　　　　　　-.　　　　　　　　　II　　　　　　　
ゝ
鶯^　 西加茂郡 ・東加茂郡及びそ の周辺地域における語の伝播について
二．当該地域の語の分布相
西 加茂 郡 ・東 加 茂郡 及び そ の周 辺地 域 で の調 査 は 尾張 と三 河 の 境に 位 置
す る地 域 の語 の 分布櫓 を:調 べ る一 環 とし て行 づ て い る も ので あ る が， 当 該
地 域 は 前 述 通 り， 村ノ='とXにヽつ て も人 家 が散 在し てお ノり，そ れ が か え っ て 隣村
と の交 流 を 自 由に し てんごヽ・万る のか， 少ts:《ニど も＼語 彙に お い て は 各 項 目 と も変
種 は 少 な く， 分布 も単 純 な もの が多 か づ だ。 足 助 の町 は 物 資 の 流 通に お い
て， 名 古 屋 また は 岡崎 から 飯 田 へ 至 る間 の主 要 な一 宿場 町 で あ る と 同時 に，
文 化 流 通 の中 継 地 で先 あ うだ 。 文 化 は 主 に 岡 崎から 足 助 勿 町 に向 け 七 流 れ，
足 助 周辺 の 集 落は 足 助 の町 から モ れ を 吸 収し てい う た の で あゐ ‰ 恰 ト同 様
に 語 彙に お い て恚,犬二 語 形が 南北 にそ れぞ れ 分 布 し て い る 場 合,大北 に 分 布
す る 語形 に 対し て，=南に 分 布 す る語 形
ダ‘1　
つ ま り岡 崎 方 面 め影 響を受 け た と
考 え ら れ る 語形 に は 勢 力 か お り， 明ら か に 侵 入 語形 と考 え ら れ る もの が圧
倒 的 に多 い 。 さら に， わず かで は あ る が,∧当 該 地 域 よ… 1:り万西 の√ づ ま……7り尾 張
地 区を 含 む,づもノし く は モ の地 区 の影 響の みら れ る 地 域 か ら逆)侵 入 と 考え ら
れ る語 形 を 持 つ 分 布 図 も△あ る。
本 橋 では ， 以 上 の よ う な当 該 地 域に お け る語 の伝 播 め 特 徴を 見 るた めに,
犬
『前 庭 上図1 ，「 馬鈴 薯「ノじ ゃ がい 稲 」図 コ2√「 まぶ しい 士図白3を取 ノり上 げ る,。
前庭




モテ が 分布 七 てひ づる。‥跡 口名 類 聚 抄J::に よ れ ば √「門 弥| ，‥ 所 以 通 万出 入 也」
とあるが，所によってはカドの意味するものが少しずつ違い,レ家の前の道
Iニ　　　　　・　　ト　　　　　　　　　　226
路 で あ っ た り， そ の 道 路 か ら 宅 地 へ の 入 り 道 で あ っ た り す る。 ま た ， 調 査
地 域 の 東 に 隣 接 す る 北 設 楽 郡 神 田 （か つ て 振 草 村 ） で は 宅 地 と 屋 敷 墓 を 指
し て い う。 従 っ て ， こ こ に 分 布 す る カ ド が 『 和 名 類 聚 抄 』 で い う 門 の 拡 大
解 釈 に よ る も の な の か ， ま た 垣 根 で 区 切 づ だ 敷 地 を 指 す 垣 内 （か い と ） が
変 化 し た も の な の か わ か ら な い 。 オ モ テ は 裏 に 対 す る 表 の 意 か ら き て い る
の で あ ろ う が,・ 当 該 地 域 で は 家 の 裏 の 意 とし て セ ド が 全 域 に 分 布 し て い た 。
図1-1 は 二 語 形 に よ る 単 純 な 分 布 図 で あ る が ， 図1-2,    1-3 を 合 わ せ 見 る こ
と に よ っ て 語 の 流 れ が か か る。 図1-2 は カ ド と オ モ テ の 使 用 語 及 び 理 解 語
の 分 布 図 で あ る 。 こ れ を 見 る と ， 使 用 語 カ ド が 分 布 し て い る 旭 町 に 理 解 語
と し て オ モ テ が 分 布 し て お り ， そ れ は さ ら に 矢 作 川 以 北 に ま で も 分 布し て
い る こ と が わ か る 。 地 点6528 ・5919,   6528 ・7820,  6529 ・5525,  6529 ・7496 ，
6529 ・9028 の5 地 点 で は 力 下 が 古 く ， オ モ テ が 新 し い 語 形 で あ る と の 報 告
が 得 ら れ た 。 図1-3 は カ ド の 意 味 を 地 図 に 表 わ し た も の で ，オ モ テ（ 前 庭 ）
が 分 布 す る 矢 作 川 以 南 に は カ ド が 部 分 名 称 とし て 使 用 さ れ て い る 地 点 が あ
る 。 当 該 地 域 の 農 家 の ほ と ん ど が 道 路 よ り 少 し 奥 に 家 屋 を 建 て て お り， そ
の た め 道 路 か ら 宅 地 ま で の 間 に 細 い 道 を 作 って い る 。 そ れ を 指 し て カ ド，
ま た は 家 屋 が 山 の 斜 面 に 建 て ら れ て お れ ば 入 り 道 は 坂 に な っ て お り ， そO
よ う な 所 で は カ ド サ カ と い う。 地 域 差 は な い 力≒ 玄 関 を 指 し て カ ド ， カ ド
ダ チ と い う地 点 も あ る。
以 上 ， 図1-1,    1-2,   1-3 よ り 考 え る に ， 当 該 地 域 で は も と も と 前 庭 の
意 味 とし て の カ ド が 分 布 し て い た が ， 南 か ら オ モ テ が 侵 入 し て き た こ と に
よ っ て ， 豊 田 市 ， 足 助 町 ， 下 山 村 に 力下 が 部 分 名 称 と し て 残 っ た の で あ ろ
う。 そ し て ， カ ド が 使 用 語 ， オ モ テ が 理 解 語 と し て 分 布 す る 旭 町 で は よ う
や く オ モ テ が 伝 験 し て き た と こ ろ で あ り， 現 時 点 で カ ド が 分 布 す る 藤 岡
町 ， 小 原 村 で も ， 矢 作 川 が 妨 げ と な っ て い る も の の ， オ モ テ の 侵 入 は 必 至




;質 問文 ： 農家 で は家 の 南側 に あ たる 作業 場 、つ ま り脱 穀 をし た り
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○ 使 用 語
○ 理 解 語 中使 用 語
o 理 解 語 中理 解 語
オ モテ
● 使 用 語
● 理 解 語 中使 用 語
●理 解 語 中理 解 語
希 内 省報 告
カ ドが 古 語形
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223　 西加 茂郡 ・東加 茂郡 及びそ の周辺 地域 におけ る語 の伝播 につい て
項目
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ケタライモ類が新語形との報告は地点6528 ・8845,   6529・6348,   6529・7311,
221　西加茂郡・東加茂郡及びその周辺地域におけ る語 の伝 播につ い て
項目
図2-1 馬 鈴 薯
質 問 文：（絵 を見 せ なが ら ）夏 の初 め と秋 とに 一年 に 二 度 とれ る
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ジ ャガ タ ラ イモ
ジ ャガ タ ラS
ジ ャガ タ
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コー シ ュー イ モ類
● 使 用 語
● 理 解 語 中使 用語
●理 解 語 中理 解語
ジ ャガ タ ラ イモ類
○ 使 用 語
○ 理 解 語 中使 用語
o 理 解 語 中理 解語
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6539・0366,  6539・4116,  6539・4338,  6539・4691,   6539・5084,   6539・8284,
6539 ・8397,  6539・8427 の11 地 点 で 得 ら れ たが ， そ の 逆 の 報 告は な か っ た 。
中 で 払 地 点6528 ・8845,  6539・8284 で は 被調 査 者 自身 は ジ ャガ タラ イ モ
類 を 使用 す るが ， 先 代 が コ ー シ ュ ー イ モ 類 を 使 層 し て い た と 報 告し てい
る。 以 上 の こ とか ら ， 矢 作 川 以 南 に コ ー シ ュ ー イモ類 が 分布し て い た と こ


















































。質:問 文： 天気 心 よい 日に 外に 出 ると 戈こ陽cr>-光力ゞ あ ま り きつ くて 、
目 を 開け てい ら れ ない よう な!惑じ力<し ます。
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れ ら は共 通 語 と 同 語 形 で あ るた め除 い た。 な ぜな らば ， 現 在 の共 通 語 と 同
語 形 の 語形 に 関し て は， も と も とそ の地 域 に 分布し てい た のか ， 標 準語 と
い う意識 の もと に 広 が った 共 通 語 な のか 明 ら かに す る こ とが で き な か っ た
か ら であ る。 こ れ は ち ょ うど 被調 査者 の幼 年 期が， 明 治35 年 に 国 語 調 査 委
員 会 が 設 置さ れ， 日本 語 の 標 準 語制 定 のた め の調 査 が 始 めら れ るに 従 い，
方 言 是 正， 標 準 語 化 へ の 関 心 が 高 ま りはじ め た時 期 で あ る こ と と無 縁 で は
な い だろ う。　　　　　 一
各 勢力 語 形 と も 資料 とす るに は あ ま りに も 少な い が， そ れ で もや は り当
該 地 域 で の岡 崎， 西三 河 の影 響 は 強 く，「 前 庭」 の よ うに 南 に 分布 す る 語
形 に 勢 力 のあ る分 布 図 が多 い 。 そ し て， 北 部 分布 語 形 が 南 部 分布 語 形 を 押
え て 侵入 す るに は， 北 部 のそ れ が 共 通 語 と伺 語形 で あ る とか の， 地 理 的 要
因 とは 別 の力 が な い 限 り起 り難 い の では ない か。 そ れに 対 し て， 西 部 分 布
語 形は ， 南 部 分 布 語 形 と の対 立 語 形 以 外，「 馬 鈴 薯 （じ ゃ が い も）」 で 西 部
分 布 語形 ジ ャガ タ ラ イ モ 類 が コ ー シ ュ ー イモ 類 と重 な る 地 域 では 前 者 が 新
し い 語形 と認 め ら れ た よ うに ， 常 に 新 語 形 の 侵 入 とい う形 で現 わ れ て お り，
今 後， 当該 地 域 に おい て， 尾張 地 区 を 含 む 西 から の影 響は 次 第に 増 大し て
い く で あろ うと考 え る。
注
（1） 信州中馬に よる馬稼ぎは関東青梅地方から江戸へ，長野県 伊那地方から三河地
方への農民に よる物資輸送がはじ まりである。三河山間部の馬稼ぎを特に「三州
馬」といい，信州から名古屋へはたば こ， 麻苧， 椀， 絹， 麻布，紙，薬種など
が，帰り荷には魚類，綿，反物，塩，木綿などが運ばれた。
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